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し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
こ

の
地
域
は
、
大
消
費
地
名
古
屋
へ

の
農
産
物
の
一
大
供
給
地
域
と
し

て
有
名
で
す
。

平
成
十
三
年
に
は
、
渥
美
町
と
隣

接
す
る
田
原
町（
農
業
出
荷
額
県
下

三
位
）・
赤
羽
根
町（
同
県
下
四
位
）

の
三
つ
の
J
A
が
合
併
し
、
渥
美
郡

を
区
域
と
す
る「
J
A
愛
知
み
な
み
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
渥
美
町
の
農

業
出
荷
額
は
、
豊
橋
市
、
別
海
町

（
北
海
道
）
に
次
ぐ
全
国
第
三
位

（
四
百
二
億
円
）、
部
門
別
で
は
野
菜

が
全
国
第
六
位
（
百
二
十
三
億
円
）、

花
卉
が
全
国
第
一
位
（
二
百
二
十

七
億
円
）
で
す
。

出
荷
高
増
の
き
っ
か
け
は
、
昭
和

四
十
三
年
の
豊
川
用
水
の
開
通
で

し
た
。
開
通
後
（
昭
和
四
十
五
年
）

渥
美
町
は
、
愛
知
県
の
最
南
端
、

渥
美
半
島
の
先
端
に
位
置
す
る
、
人

口
約
二
万
三
千
人
、
第
一
次
産
業
就

業
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
農
業
の

町
で
す
。
年
平
均
気
温
は
一
五
・
七

度
、
降
霜
日
数
も
極
め
て
少
な
く
、

気
候
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

昭
和
五
十
五
年
か
ら
、
電
源
立
地

促
進
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
、
上

水
道
や
総
合
運
動
公
園
、
郷
土
資
料

館
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
み
、
生
活

環
境
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
か
ら
は
、
電
源
地
域
産
業

育
成
支
援
補
助
金
を
活
用
し
て
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
賑
わ
い
と

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
都
市
圏
の
食
糧
基
地

J
A
愛
知
み
な
み

愛
知
県

渥
美
町

は
キ
ャ
ベ
ツ
・
露
地
メ
ロ
ン
な
ど
野

菜
中
心
に
変
わ
り
、
農
業
出
荷
額
も

七
十
億
円
に
伸
び
ま
し
た
。

施
設
園
芸
が
盛
ん
な
こ
と
も
こ

の
地
域
の
特
徴
で
す
。
全
農
家
二

千
二
百
戸
の
う
ち
約
千
六
百
戸
が

施
設
園
芸
に
従
事
し
、
そ
の
う
ち

約
千
五
百
戸
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
、
約
八
百
戸
が
ガ
ラ
ス
温
室
を

持
っ
て
い
ま
す
。
機
械
化
の
導
入

に
も
積
極
的
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や

耕
運
機
の
台
数
は
農
家
数
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。

ご
く
近
い
将
来
、
日
本
の
技
術
指

導
に
よ
る
国
外
生
産
品
を
含
め
て
、

減
農
薬
な
ど
安
心
・
安
全
を
満
た
す

野
菜
が
国
内
市
場
の
必
要
最
低
条

件
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
産
地
J
A
は
、
資
金
力

を
活
か
し
て
、
産
学
官
連
携
の
技
術

開
発
を
進
め
る
ほ
か
、
市
場
の
持
つ

価
格
不
安
定
と
い
う
根
本
的
な
リ
ス

ク
を
最
大
限
回
避
す
る
出
荷
体
制

を
整
備
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
流
れ
を
先

取
り
す
る
形
と
な
る
、
J
A
愛
知

み
な
み
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

や
I
T
農
業
、
特
別
栽
培
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

愛知県 

中部電力（株）渥美火力発電所 

渥美町 

農
業
出
荷
額

全
国
第
三
位
の
町
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最
近
、
地
産
地
消
、
直
接
販
売
、

ネ
ッ
ト
販
売
と
い
う
言
葉
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
あ
た
か
も
こ
れ
か
ら

の
農
業
の
進
む
道
を
示
す
か
の
よ

う
で
す
が
、
大
産
地
に
は
、
市
場

の
需
要
を
満
た
す
絶
対
量
の
安
定

的
供
給
と
、
産
地
の
農
家
が
生
き

て
い
く
た
め
の
適
正
価
格
の
確
保
、

大
産
地
J
A
は

今
や
強
力
な
農
業
商
社

こ
の
二
つ
の
使
命
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
J
A
の

組
合
員
は
五
〇
％
以
上
が
専
業
農

家
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

J
A
が
市
場
に
競
り
販
売
を
無

条
件
に
委
託
す
る
無
条
件
委
託
販

売
方
式
は
、
近
年
、
急
速
に
弱
体

化
し
て
い
ま
す
。
無
条
件
委
託
販

売
は
、
市
場
の
需
給
関
係
に
よ
っ

て
大
き
な
価
格
変
動
リ
ス
ク
を
負

う
反
面
、
具
体
的
な
顧
客
を
見
つ

け
る
必
要
な
く
販
売
で
き
る
と
い

っ
た
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

の
で
す
。
市
場
が
も
つ
五
つ
の
機

従来の競りを中心とした市場は、次の
5つの機能を持っています。

①価格形成機能
②顧客創造機能
③供給調整機能
④代金回収機能
⑤情報収集機能

最近の相対取引や直接取引の増加の影
響を受けて、①価格形成機能や②顧客創
造機能は弱体化しつつありますが、年間
を通じて一定量を確保する③供給調整機
能、現金支払いを確保する④代金回収機
能は依然として、重要な市場機能です。
特に、市場に集まる消費者に関する情

報を提供する⑤情報収集機能は消費者ニ
ーズを把握する手段として重要性を増し
ています。

市場がもつ5つの機能コラム

JA愛知みなみの概況コラム

J
A
愛
知
み
な
み
は
、
平
成
十
三
年
四
月
、
渥
美
半
島
の
三
町
、
渥
美
町
・
田

原
町
・
赤
羽
根
町
の
三
つ
の
J
A
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
組
合
員
数
約
九
千
五

百
人
の
J
A
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
全
国
一
の
出
荷
額
を
持
つ
販
売
事
業
で
す
。

こ
こ
で
は
、
大
産
地
J
A
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
常
務
理
事
森
下
一

良
さ
ん
、
経
営
改
革
室
室
長
鵜
飼
智
温
さ
ん
、
同
審
査
役
木
村
俊
晴
さ
ん
、

青
果
農
産
部
部
長
鈴
木
孝
典
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

能
の
う
ち
、
現
在
で
も
有
効
に
機

能
し
て
い
る
の
は
供
給
調
整
機
能

と
代
金
回
収
機
能
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
ら
顧
客
を
見
つ
け
、

顧
客
の
要
求
す
る
量
を
生
産
し
、

顧
客
の
希
望
す
る
時
期
に
販
売
し

て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な
労
力
と

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
や
は
り
、

市
場
の
持
つ
機
能
を
活
か
し
な
が

ら
、
過
剰
供
給
に
な
ら
な
い
、
価

格
変
動
の
少
な
い
、
新
し
い
販
売

方
法
を
定
着
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
市
場
を
通

じ
た
条
件
付
販
売
委
託
方
式
で
す
。

こ
の
方
式
は
、
J
A
が
顧
客
と
供

給
時
期
・
価
格
等
に
つ
い
て
あ
ら

か
じ
め
大
枠
を
決
め
て
お
い
て
市

場
に
販
売
す
る
方
式
で
、
市
場
を

読
む
眼
と
顧
客
を
創
造
す
る
力
が

大
き
な
鍵
を
握
り
ま
す
。

顧
客
創
造
に
は
、
市
場
の
卸
か

ら
の
情
報
や
自
ら
が
得
た
市
場
現

場
の
情
報
が
必
要
で
す
。
J
A
愛

知
み
な
み
で
は
、
合
併
時
か
ら
、

東
京
の
大
田
市
場
に
駐
在
所
を
設

置
し
、
三
名
の
職
員
を
常
駐
さ
せ

て
い
ま
す
。
他
の
産
地
よ
り
も
速

く
売
り
先
を
見
つ
け
、
指
定
席
を

確
保
し
、「
市
場
に
売
れ
ば
い
い
」

か
ら
「
売
れ
る
も
の
を
売
り
た
い

価
格
で
供
給
す
る
」
に
変
え
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
気

に
し
て
い
な
か
っ
た
消
費
動
向
や

消
費
者
の
生
の
声
を
生
産
現
場
に

繋
ぐ
こ
と
が
急
務
な
の
で
す
。
将

来
は
、
営
業
所
と
し
て
主
要
消
費

地
に
駐
在
所
の
設
置
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
専
門
職
員
の

育
成
が
重
要
と
な
り
、
販
売
責
任

部
署
に
専
任
担
当
者
を
配
置
す
る

機
構
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
産
地
の
社
会
的
使
命
は

市
場
へ
の
安
定
供
給

希
望
価
格
で
大
量
供
給
で
き
る

販
売
力
を
強
化
す
る

平成14年度事業報告書より

組合員数 9,425名

役職員数 役員 36人

職員 430人

自己資本 18,496百万円

出資金 1,471百万円

自己資本比率
（リスクアセット方式による算出）

38.18％

貯金残高 127,437百万円

貸出金残高 24,375百万円

長期共済保有高 773,110百万円

販売取引高 51,683百万円

購買取引高 16,738百万円

経常利益 899百万円

当期剰余金 610百万円

主な産物 菊・キャベツ・トマト

JA愛知みなみ　常務理事

森下一良
もりしたかずよし

さん

お問い合わせ先　JA愛知みなみ 経営改革室　〒441-3617 愛知県渥美郡渥美町大字福江字堂前13番地の1 電話　0531-34-0373（代） FAX 0531-32-2281
URL   http://www.ja-aichiminami.or.jp

左からJA愛知みなみ青果農産部部長 鈴木孝典さん、常務理事 森下一良さん、経営改革室室長 鵜飼智温さん、
同審査役 木村俊晴さん

「売れるものを売りたい価格で供給できるJAを目指しています」
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と
し
て
も
、
時
代
が
要
請
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
市
場
に
お
い
て
は
、
す
で

に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
差
別

化
対
策
で
は
な
く
な
り
、
必
要
最

低
条
件
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

輸
入
品
に
対
し
て
は
い
く
ぶ
ん
有

利
に
働
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
が
、
価
格
で
い
え
ば
一
割
高
ま

で
。
安
心
・
安
全
を
売
り
に
し
て

も
、
二
割
か
ら
三
割
高
く
な
れ
ば

買
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
安
心
・

安
全
に
関
心
が
強
い
生
協
さ
ん
で

も
そ
う
で
す
。

輸
入
農
産
物
も
、
い
ま
ま
で
の

「
安
か
ろ
う
・
悪
か
ろ
う
」で
は
な
く
、

輸
入
業
者
が
日
本
の
優
良
種
苗
、
農

業
技
術
を
提
供
し
て
、
日
本
向
け
に

生
産
さ
れ
た
高
品
質
な
物
が
年
々

増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
開
発
輸

入
農
産
物
」に
安
心
・
安
全
だ
け
で

勝
ち
抜
く
こ
と
は
無
理
だ
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
、
価
格
で
も
対
抗
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
産
地
の
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
は
当
然
と
し
て
、
卸
、
仲
卸
、
小

売
店
等
の
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
が
重

要
な
課
題
で
す
。
J
A
愛
知
み
な
み

で
は
、
出
荷
労
力
を
削
減
し
規
模

拡
大
の
メ
リ
ッ
ト
を
増
大
さ
せ
る
た

め
に
、
自
動
選
果
施
設
を
は
じ
め
と

し
た
J
A
に
よ
る
機
械
化
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
般
的
な
「
輸
入
農
作

物
」
対
策
と
し
て
は
、
市
場
へ
の

年
間
を
通
じ
た
安
定
的
供
給
や
共

同
販
売
、
資
材
の
共
同
仕
入
れ
、

行
政
へ
の
財
政
的
・
法
的
支
援
に

対
す
る
共
同
申
請
な
ど
、
産
地
間

連
携
・
産
地
間
リ
レ
ー
に
よ
る
対

応
が
急
務
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
三
年
五
月
、
情
報
技
術

を
農
業
に
本
格
的
に
導
入
す
る
た

め
、
J
A
豊
橋
と
連
携
し
て
「
I

T
農
業
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
豊
橋
市
や
田
原
市
な
ど
の

自
治
体
の
ほ
か
、
東
京
農
工
大
学
、

豊
橋
技
術
科
学
大
学
、
日
立
製
作

所
、
オ
ム
ロ
ン
な
ど
が
参
加
す
る

産
学
官
連
携
事
業
で
す
。
セ
ン
サ

ー
や
人
工
衛
星
を
使
っ
て
ほ
場
の

土
質
や
農
作
物
の
状
況
を
分
析
・

管
理
す
る
精
密
農
法
や
、
農
産
物

履
歴
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
型
農

業
の
方
向
性
を
探
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

JA直売所のふれあい広場で売ら
れている産直品。生産者情報が
それぞれに貼られている

農
作
物
の
安
心
・
安
全
を
証
明

す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
栽
培

履
歴
に
関
す
る
情
報
開
示
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
J
A
か
ら
組

合
員
全
員
に
対
す
る
ル
ー
ル
と
し

て
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
農
作
物
の
買
い
取
り
を
受

け
付
け
ま
せ
ん
か
ら
、
地
域
一
帯

で
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
毎
日
の
栽
培
日
誌
・
防
虫

日
誌
の
記
録
、
栽
培
管
理
の
整
理

な
ど
が
、
定
期
的
な
実
地
調
査
を

通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ロ

ン
な
ど
は
、
一
玉
ご
と
に
生
産
者

の
名
前
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
平
成
十
六
年
四
月
か
ら

は
、
化
学
合
成
農
薬
と
化
学
肥
料

の
両
方
の
使
用
を
抑
え
た
農
作
物

を
「
特
別
栽
培
農
作
物
」
と
表
示

す
る
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
、

栽
培
情
報
自
体
の
開
示
と
と
も
に
、

法
令
を
遵
守
す
る
姿
勢
（
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
）
を
示
す
説
明
責
任

特別栽培農産物　新表示ガイドラインコラム

トレーサビリティーとは、トレース（追跡する）とアビリティー（可能である）を組み合わせて作ら
れた言葉で、野菜・果物について、栽培から加工を含めた流通過程を追跡できることをいいます。
①栽培日誌・防虫日誌の記帳、②生産基準・栽培指針に基づく栽培約束、③出荷記録の確認、

などによる生産工程管理により、生産者から消費者へ、生産物に関する、A. 生産者、B. 肥料使
用状況、C. 農薬使用状況、といった生産者の顔や生産情報などが公開され、生産者が消費者に
安心・安全に関する説明責任を果たす仕組みになっています。

安心・安全の証 トレーサビリティーコラム

トレーサビリティーの流れ 

農
　
　
家 

農
　
　
協 

経

済

連

 

卸
売
市
場 

小
売
店 消

費

者

 

生産者の素顔・生産情報 

生産工程管理 
［栽培日誌・防虫日誌の記帳］ 
［生産基準に基づく栽培約束］ 

［出荷記録の確認］ 

生産情報提供 
誰が作った青果物か 

どうやって作った青果物か 
生産者から消費者へのメッセージ 

改正のポイント

特別栽培農産物の特徴が消費者等に正しく理解されることを目

的として、生産の原則（土づくり等）が定められました。

化学合成農薬と化学肥料の「双方」を慣行の
50％以上減らして栽培された農産物になりまし
た。また、慣行のレベルは、地方公共団体が策定または確認し

たものを節減割合の算定の比較基準にすることになりました。

無農薬栽培農産物、無化学肥料栽培農産物、減農薬栽培農産物、

減化学肥料栽培農産物がすべて特別栽培農産物に統一
されました。

1

2

3

徹
底
し
た
栽
培
履
歴
開
示
は

必
要
最
低
条
件

安
心
・
安
全
を
満
た
し
た

輸
入
品
と
の
競
争
が
始
ま
る

産
地
間
連
携
の
成
果

I
T
農
業
へ
の
取
り
組
み

精
密
農
法
＝
ば
ら
つ
き
管
理
農
法 

地
域
住
民
へ
の 

責
任 

消
費
者
へ
の
責
任 

作
業
計
画
↓
実
行
↓
評
価
を
行
い
な
が
ら 

環
境
保
全
に
配
慮
し
た
営
農
形
態
を
実
現 

●農地資産管理 
●作業日誌 
（施肥・農薬散布量など） 
●土壌・収量・作業マップ 

情報つきほ場 

●作業履歴 
●生産ほ場 
●収穫時期 
●品質情報 
●農家・その他 

情報つき農産物 

●効率的肥培 
管理コスト削減 
●環境負荷軽減 

●消費者の 
ニーズを把握 
●消費者の 
信頼性を確保 

●
精
密
農
法
啓
発
事
業 

　（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
） 

●
土
壌
管
理
・
栽
培
管
理
な
ど
の
研
修
事
業 

●
農
作
物
履
歴
情
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
と
導
入 

●
農
業
技
術
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
育
成 

●
ほ
場
に
お
け
る
実
証
実
験
の
推
進 

豊橋渥美「精密農法」導入促進プロジェクト

化学合成 
農薬 

50% 
以下に 

化学肥料 

50%以下に 

平成16年4月1日から、（社）日本農林規格協会（JAS協会）が定めた新ガイド
ラインが施行され、平成16年4月以降に生産される農産物から適用されます。

その農産物が生産された地域の慣行レベル（各地域の慣行的に行われている
化学合成農薬及び化学肥料の使用状況のこと）に比べて、①化学合成農薬の使
用回数が50％以下であり、かつ、②化学肥料の窒素成分量が50％以下で栽培
された農産物のこと。
なお、JAあいち経済連は愛知県の特別栽培農産物に対して、「いきいき愛知」
認証制度を導入し、推進に努めています。

特別栽培農産物とは



67

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
も
、
当
然

で
す
。

「
渥
美
町
の
特
別
栽
培
の
キ
ャ
ベ

ツ
」
を
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
て
信

用
力
を
増
せ
ば
、
消
費
者
も
、
生

産
者
も
増
え
る
。
大
生
産
地
で
の

特
別
栽
培
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。
今
が
分
か
れ
目

な
ん
で
す
ね
。
こ
こ
で
地
域
一
丸

と
な
っ
て
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
今

後
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
遠
方
の
産
地
、
た
と
え

ば
千
葉
県
の
J
A
ち
ば
み
ど
り
さ

ん
や
神
奈
川
県
の
J
A
三
浦
市
さ

ん
の
よ
う
な
所
と
も
産
地
間
リ
レ

ー
で
き
れ
ば
、
輸
入
品
対
抗
策
に

も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

特
別
栽
培
へ
の
こ
だ
わ
り
、
産

地
間
連
携
へ
の
期
待
。
こ
れ
ら
は

若
者
が
期
待
で
き
る
農
業
を
実
践

し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
か

ら
で
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
息

子
に
も
「
お
前

ら
が
や
り
や
す

い
、
や
り
甲
斐

の
あ
る
農
業
に

変
え
て
い
く
か

ら
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
一
つ
で

あ
る
機
械
化
は
、

ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
耕
す
、

苗
を
植
え
る
、
運
搬
用
箱
を
作
る
、

す
べ
て
機
械
化
し
て
い
ま
す
。
大

型
収
穫
機
で
は
き
め
細
か
い
出
荷

調
整
が
で
き
な
い
の
で
、
収
穫
だ

け
は
手
作
業
の
ま
ま
で
す
が
。

今
の
若
者
は
「
し
ん
ど
い
か
ら
」

農
業
を
敬
遠
す
る
の
で
は
な
い
と

思
う
ん
で
す
。「
期
待
が
持
て
な
い

か
ら
」
農
業
を
敬
遠
す
る
だ
け
な

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
頑
張
っ

た
ら
売
れ
る
、
儲
か
る
、
消
費
者

が
喜
ん
で
く
れ
る
」
農
業
だ
っ
た

ら
、
好
き
な
ん
で
す
。
こ
ん
な
思

い
で
、
部
会
の
有
志
二
十
人
が
特

別
栽
培
に
挑
戦
し
て
効
果
を
出
し

て
広
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
実
験
台
な
ん
で
す
よ
。

最
近
で
は
、
中
国
か
ら
若
い
人

が
研
修
生
や
技
能
生

と
し
て
日
本
の
農
業

を
学
び
に
来
て
い
ま

す
。
農
家
に
入
っ
て

二
年
か
ら
三
年
の
間
、

朝
四
時
の
収
穫
に
も

文
句
一
つ
言
わ
ず
に

働
い
て
く
れ
ま
す
。

今
で
は
私
た
ち
の
貴

重
な
戦
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。

食
品
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る

消
費
者
の
要
求
の
高
ま
り
は
急
激

で
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
想
像
以
上

で
し
た
。
今
、
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に

よ
る
特
別
栽
培
で
す
。
た
だ
、
部

会
全
体
で
五
百
二
十
人
い
る
う
ち
、

で
六
万
六
千
ケ
ー
ス
で
す
か
ら
六

百
六
十
万
円
の
売
上
増
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
J
A
全
体
だ
と
五
百
万

ケ
ー
ス
に
な
る
の
で
、
五
億
円
の

売
上
増
に
繋
が
り
ま
す
。
し
か
も
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
通
常
栽
培
も
の
）

と
特
別
栽
培
も
の
が
あ
れ
ば
、
市

場
は
必
ず
特
別
栽
培
も
の
を
指
定

し
ま
す
。
市
場
の
引
き
が
強
い
の

で
す
。
五
年
以
内
に
は
特
別
栽
培

が
普
通
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
所
で
も
特
別
栽
培
は
ま
だ

三
分
の
一
、
三
分
の
二
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
す
。
現
在
の
人
手
で
は
こ

れ
が
精
一
杯
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
特
別
栽
培
の
効
果

を
目
に
見
え
る
形
に
し
て
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
場
の
要
求
す

る
生
産
量
を
供
給
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
ん
で
す
。
た
と
え
ば
生

協
さ
ん
の
場
合
、
一
日
あ
た
り
の

特
別
栽
培
の
要
望
量
は
千
か
二
千

ケ
ー
ス
な
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
が
出

せ
る
の
は
三
百
ケ
ー
ス
ほ
ど
で
、

残
り
七
百
ケ
ー
ス
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
で
は
生
協
さ
ん
か
ら
「
特
別

栽
培
キ
ャ
ベ
ツ
を
前
面
に
出
し
た

広
告
は
し
た
く
て
も
で
き
な
い
」

愛知県渥美町

虫
に
や
ら
れ
る
、
こ
う
判
断
し
た

と
き
に
初
め
て
農
薬
を
撒
く
の
で

す
。
ど
の
農
薬
を
ど
の
程
度
撒
い

た
か
、
す
べ
て
栽
培
日
誌
に
記
録

し
、
J
A
あ
い
ち
経
済
連
が
規
定

し
た
特
別
栽
培
基
準
の
枠
内
に
収

め
ま
す
。
で
す
か
ら
、
害
虫
の
種

類
、
発
生
時
期
、
効
果
的
な
農
薬

の
知
識
、
現
状
を
判
断
す
る
眼
が
、

以
前
と
は
比
較
で
き
な
い
く
ら
い

重
要
で
神
経
も
使
い
ま
す
。

で
も
、
一
番
の
問
題
は
特
別
栽
培

は
人
手
が
か
か
る
こ
と
で
す
。
技
術

の
問
題
は
、
指
導
を
受
け
、
学
び
、

経
験
を
積
む
こ
と
で
対
応
で
き
ま

す
が
、
一
時
的
に
発
生
す
る
人
手
不

足
へ
の
対
応
は
も
っ
と
頭
の
痛
い
問

題
で
す
。
肥
料
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、

化
学
肥
料
な
ら
三
俵
分
の
量
で
済

む
と
こ
ろ
で
も
、
鶉
糞
の
有
機
肥
料

に
変
え
る
と
十
五
俵
分
も
か
か
リ
、

結
果
と
し
て
、
五
倍
の
労
力
が
必
要

に
な
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
特
別
栽
培
を

地
域
全
域
に
広
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
効
果

も
大
き
い
か
ら
で
す
。
農
薬
代
が

半
減
す
る
ほ
か
、
若
干
で
す
が
高

値
で
売
れ
ま
す
。
一
ケ
ー
ス
（
八

個
）
の
市
場
価
格
で
五
十
円
か
ら

百
円
の
高
値
が
つ
き
ま
す
。
特
別

栽
培
農
家
だ
け
で
見
れ
ば
、
全
部

特
別
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
二
十
人
、
わ
ず
か
五
％
で
す
。

確
か
に
、
解
決
す
べ
き
難
し
い

課
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
農
薬
に
関
す
る
専
門
技

術
的
な
問
題
。
従
来
の
農
薬
は
害

虫
発
生
の
予
防
の
た
め
事
前
に
散

布
す
る
の
で
す
が
、
減
農
薬
は
散

布
回
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め

予
防
の
た
め
の
散
布
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
薬
を
与
え
な
け
れ
ば

J
A
愛
知
み
な
み
の
「
常
春
部
会
」
は
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
キ
ャ
ベ

ツ
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
別
栽
培
と
い
う
方
法
を
推
進
し
て

い
る
農
業
経
営
士
伊
藤
成
さ
ん
に
、
生
産
現
場
か
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

多
く
の
若
者
が

専
業
農
家
を
志
す
農
業
に
し
た
い

伊藤農園　農業経営士

伊藤
いとう

成
せい

さん

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の

大
量
供
給
を
実
現
し
た
い

安
定
し
た
供
給
力
が
な
い
と

広
告
が
出
せ
な
い

機
械
化
を
進
め
儲
か
る
農
業
へ

お問い合わせ先　JA愛知みなみ 青果農産部　〒441-3502 愛知県田原市赤羽根町諏訪4-1 電話　0531-45-4094 FAX 0531-45-3472
URL   http://www.ja-aichiminami.or.jp

渥美町の「特別栽培」のキャベツを広く知ってもらいたい

生産者の名前も入った特別栽培のキャベツ用の
出荷段ボール

農薬の取り扱いの指導、安全使用の啓蒙活動、
栽培技術のための講習会を開催している

安心・安全なキャベツを作るために

安全宣言

1. 私達は、無登録農薬を絶対に使用しません

2. 私達は、農薬を適用外作物に絶対使用しません

3. 私達は、栽培日誌の記帳を実行します

4. 私達は、産地情報を積極的に提供します

JA愛知みなみ

常春部会
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く
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。
同
じ
一
回
な

ら
、
少
し
で
も
効
果
的
に
使
い
た
い

で
す
か
ら
ね
。

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
に
も
以
前
か
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。
農
薬
を
使
っ

た
日
付
や
種
類
、
量
、
堆
肥
の
種

類
や
量
な
ど
、
す
べ
て
を
栽
培
日

誌
に
つ
け
て
、
後
か
ら
履
歴
を
整

理
す
る
の
で
す
。
栽
培
履
歴
も
収

穫
前
と
収
穫
後
に
農
協
に
提
出
す

る
ほ
か
、
収
穫
中
に
は
、
週
一
回

の
糖
度
、
食
味
の
検
査
。
そ
し
て
、

J
A
あ
い
ち
経
済
連
に
よ
る
残
留

検
査
も
受
け
て
い
ま
す
。

化
学
肥
料
か
ら
有
機
肥
料
へ
の

切
り
替
え
も
五
年
前
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

な
か
な
か
手
ご
わ
い
品
種
で
す

が
、「
ご
ほ
う
び
」
の
市
場
価
格
は
、

J
A
愛
知
み
な
み
の
ト
マ
ト
の
中

で
は
最
高
ク
ラ
ス
で
す
。
四
キ
ロ

一
箱
で
普
通
の
ト
マ
ト
よ
り
百
〜

二
百
円
高
く
、
値
下
り
も
普
通
の

ト
マ
ト
よ
り
緩
や
か
で
、
そ
の
分

有
利
で
す
。

ま
た
、
渥
美
紅
姫
ト
マ
ト
出
荷

連
合
は
選
果
の
厳
し
さ
で
も
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
の
階
級

は
大
き
さ
に
よ
る
3L
・
2L
・
L
・

M
・
S
玉
の
他
に
、
形
に
も
A
・

B
・
C
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
A

の
方
が
断
面
が
真
円
に
近
く
、
形

が
き
れ
い
で
す
。
連
合
の
メ
ン
バ

ー
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
厳
し
い

選
果
を
行
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
か
、
四
〜
五
年
で
市
場
の
信

頼
も
得
て
、
B
品
の
割
合
が
多
く

て
も
ケ
ー
ス
単
価
は
よ
そ
の
A
品

よ
り
高
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

販
売
は
、
直
販
も
行
っ
て
い
ま

す
が
、
一
般
の
市
場
が
主
体
で
す
。

顧
客
と
直
接
契
約
を
結
ぶ
や
り
方

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
天
候
の
影

響
な
ど
で
顧
客
の
思
い
通
り
の
品

質
・
数
量
・
時
期
の
約
束
が
し
に

く
い
か
ら
で
す
。

結
局
、
仲
介
や
消
費
者
が
あ
る

程
度
の
差
別
化
を
し
て
く
れ
る
の

が
一
番
で
す
。
幸
い
渥
美
紅
姫
ト

マ
ト
出
荷
連
合
の
ト
マ
ト
は
味
・

形
と
も
定
評
が
あ
り
、
A
品
な
ら

箱
も
開
か
ず
、
値
も
聞
か
ず
に
買

っ
て
く
れ
ま
す
。
中
に
は
B
品
ま

で
黙
っ
て
持
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

業
者
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
連
合
は
若
い
会
で
す
。
長
老

格
の
一
人
を
除
く
と
、
四
十
代
が
五

人
、
三
十
代
が
四
人
、
二
十
代
の
若

者
も
二
人
い
ま
す
。
ト
マ
ト
栽
培
で

は
、
病
気
が
多
い

だ
け
に
病
状
を
見

抜
く
眼
が
必
要
で

す
。
こ
れ
は
経
験

で
身
に
つ
け
る
し

か
な
い
の
で
す
が
、

若
い
人
も
先
輩
の

知
識
・
経
験
か
ら

学
ん
で
い
ま
す
。

「
二
番
煎
じ
の
減
農

薬
で
は
勝
ち
残
れ

な
い
。
将
来
を
考

え
て
、
や
れ
る
こ

と
は
や
ろ
う
」と
い

う
気
持
ち
が
仲
間

を
動
か
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

増
や
し
て
土
壌
の
汚
染
防
止
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
耐
病
性
を
高
く

す
る
品
種
改
良
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ト
マ
ト
は
病
気
の
種
類
が
多
い

の
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
特
に
減
農

薬
の
場
合
は
、い
つ
、
何
を
、
ど
れ
だ

け
使
う
か
、
一
回
の
消
毒
に
も
す
ご

農薬や堆肥を使った日付、種類、量など、すべてつける栽培日誌

8
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っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
が
、
少
量
生
産
で
希
少
価
値

が
売
り
物
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
と

は
少
し
違
い
ま
す
。
最
近
、
食
の

安
心
や
安
全
に
消
費
者
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
市
場
か
ら

「
減
農
薬
も
の
だ
か
ら
ほ
し
い
」
と

は
言
わ
れ
て
も
「
減
農
薬
も
の
だ

か
ら
高
く
て
も
い
い
」
と
は
な
か

な
か
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

以
前
は
、
同
じ
種
苗
メ
ー
カ
ー

の
「
サ
ン
ロ
ー
ド
」
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
形
は
悪
い
が
、
味

は
い
い
。
糖
度
と
酸
味
が
し
っ
か

り
の
っ
た
「
ト
マ
ト
の
味
」
が
す
る

の
で
す
。
た
だ
、
樹
性
が
強
過
ぎ

る
た
め
木
作
り
が
難
し
く
、
鬼
花

（
乱
形
花
）
が
出
や
す
い
欠
点
が
あ

り
ま
し
た
。
七
年
続
け
ま
し
た
が

結
局
手
に
負
え
ず
、
他
社
の
品
種

に
変
え
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、「
サ
ン
ロ
ー
ド
」
と
同
じ

メ
ー
カ
ー
が
味
を
重
視
し
た
改
良

種
を
開
発
し
た
と
聞
い
て
試
し
て
み

る
と
、
納
得
で
き
る
昔
風
の
濃
い
ト

マ
ト
の
味
が
し
た
の
で
、
栽
培
す
る

こ
と
に
決
め
た
の
で
す
。
こ
れ
が

「
ご
ほ
う
び
」で
す
。
現
在
、
渥
美
紅

姫
ト
マ
ト
出
荷
連
合
の
有
志
十
二
軒

が
、
減
農
薬
に
よ
る「
ご
ほ
う
び
」栽

培
に
賭
け
て
い
ま
す
。

「
ご
ほ
う
び
」
の
生
産
に
は
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
木
と
果
実

の
間
の
隔
離
層
と
い
う
部
分
が
弱

く
「
玉
落
ち
」
が
発
生
し
や
す
い

の
で
す
。
劣
皮
・
劣
果
も
多
く
、

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
「
尻
腐

れ
」
の
対
策
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

決
し
て
育
て
や
す
い
と
は
い
え
な

い
品
種
で
す
。

さ
ら
に
、
ナ
ス
科
の
宿
命
と
し
て

連
作
障
害
の
危
険
も
高
く
、
一
番
恐

い
病
気
は「
青
枯
病
」で
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
青
枯
病
に
強
い
台
木
へ

の
接
ぎ
木
や
、
有
機
肥
料
の
割
合
を

私
た
ち
は
、
収
量
を
上
げ
つ
つ
、

い
い
も
の
、
お
い
し
い
も
の
を
作

J
A
愛
知
み
な
み
の
「
渥
美
紅
姫
ト
マ
ト
出
荷
連
合
」
は
、
減
農
薬
栽
培

の
大
玉
ト
マ
ト
「
ご
ほ
う
び
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
青
穫
り
し
て
市
場
で

熟
す
「
追
熟
」
で
は
な
く
、
赤
く
熟
し
て
か
ら
収
穫
す
る
「
木
熟
」
で
す
。

そ
の
た
め
栽
培
時
の
温
度
や
水
分
、
日
照
時
間
の
管
理
が
難
し
く
、
収
穫
も

四
日
に
一
度
と
い
う
手
間
の
か
か
る
ト
マ
ト
で
す
。
自
慢
は
、
九
度
に
も
達

す
る
と
い
う
糖
度
と
、
ほ
ど
よ
い
酸
味
が
調
和
し
た
「
ト
マ
ト
ら
し
い
味
」。

連
合
の
現
代
表
の
渡
会
陽
一
さ
ん
と
、
栽
培
開
始
当
時
の
代
表
の
坂
本
秀
治

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

収
量
・
食
味
・
安
全

三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
ト
マ
ト

「
ご
ほ
う
び
」に
託
す

日
常
の
こ
ま
め
な
栽
培
日
誌
・

栽
培
履
歴
が
安
全
を
生
み
出
す

JA愛知みなみ　渥美紅姫トマト出荷連合
代表

渡会陽一
わたらいよういち

さん

JA愛知みなみ　渥美紅姫トマト出荷連合
元代表

坂本秀治
さかもとひではる

さん

減
農
薬
栽
培
に
未
来
を
賭
け
る

厳
し
い
選
果
基
準
を
自
ら
課
す

お問い合わせ先　JA愛知みなみ 青果農産部　〒441-3502 愛知県田原市赤羽根町諏訪4-1 電話　0531-45-4094 FAX 0531-45-3472
URL   http://www.ja-aichiminami.or.jp
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身
近
な
農
業
I
T
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
農
家
に
よ
る
バ
ー
コ
ー
ド
の

印
刷

農
家
は
、
P
O
S
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
て
い
る
直
売
所
で
、「
商
品

名
・
生
産
者
名
・
価
格
」
を
記
載

し
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
刷
し
、
農

作
物
に
貼
付
し
ま
す
。（
図
1

①
）

◎
農
家
に
よ
る
農
作
物
の
出
荷

農
家
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
貼
付

し
た
農
作
物
を
直
売
所
に
出
荷
し

ま
す
。

（
図
1

②
）

◎
直
売
所
に
よ
る
販
売

販
売
時
に
、
バ
ー
コ
ー
ド
に
記

載
さ
れ
て
い
る
売
上
デ
ー
タ
を
P

O
S
レ
ジ
で
読
み
取
り
ま
す
。
そ

の
デ
ー
タ
を
直
接
パ
ソ
コ
ン
に
送

り
、
売
上
高
を
生
産
者
別
や
商
品

別
に
自
動
的
に
集
計
し
ま
す
。

（
図
1

③
）

◎
売
上
状
況
の
通
知

直
売
所
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
自
動

的
に
集
計
さ
れ
る
日
々
の
売
上
状

況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

10

生
産
し
た
ら
す
ぐ
に
販
売
が
実
現

委
託
販
売
P
O
S
シ
ス
テ
ム
活
用
の
農
作
物
直
売
所

食
の
安
心
・
安
全
確
保
は
、
国
内

市
場
の
緊
急
課
題
で
す
。「
顔
の
見

え
る
農
業
」
と
し
て
、
直
接
取
引
を

中
心
に
小
規
模
な
が
ら
も
高
い
利

益
率
を
あ
げ
て
き
た
農
家
グ
ル
ー
プ

も
、
こ
れ
か
ら
は
、
ス
ー
パ
ー
に
当

た
り
前
の
よ
う
に
陳
列
さ
れ
た「
安

心
野
菜
」
商
品
と
の
価
格
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
期
に
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

こ
こ
で
は
、
農
作
物
履
歴
情
報

シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
の
大
掛
か
り

な
農
業
I
T
化
で
は
な
く
、
小
規

模
な
事
業
所
で
も
比
較
的
簡
単
に

導
入
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
な

が
ら
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
P

O
S
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

生
産
物
を
持
ち
寄
っ
て
地
元
で

販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
が
、「
顔

の
見
え
る
農
業
」
の
販
売
形
態
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
家
が
自
分
た
ち
の

農
作
物
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
だ
け

で
は
、
消
費
者
か
ら
支
持
さ
れ
る

営
業
を
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
に
は
、
生
産→

出
荷→

販
売

→
精
算→

生
産
と
流
れ
て
い
く
管

理
事
務
が
不
可
欠
で
あ
り
、
生
産

者
に
売
上
金
を
支
払
う
仕
組
み
も

必
要
で
す
。
し
か
も
、
管
理
に
手

間
暇
の
か
か
ら
な
い
、
わ
か
り
や

す
い
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

コ
ン
ビ
ニ
の
P
O
S
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
委
託
販
売
P
O
S
シ
ス

テ
ム
で
す
。
小
さ
な
直
売
所
で
も

十
分
に
活
用
で
き
る
、
も
っ
と
も

り
、
携
帯
電
話
で
農
家
に
通
知
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
農
家
は
、
直

売
所
に
出
向
く
こ
と
な
く
自
分
の

出
荷
作
物
の
売
れ
行
き
を
把
握
で

き
、
出
荷
体
制
を
検
討
で
き
ま
す
。

（
図
2
）

◎
売
上
金
の
支
払
業
務

直
売
所
は
、
生
産
者
ご
と
の
締

日
・
支
払
日
に
応
じ
て
、
支
払
明

細
表
を
自
動
的
に
作
成
し
、
金
融

機
関
に
支
払
金
の
振
り
込
み
を
依

頼
し
ま
す
。

（
図
1

④
〜
⑥
）

◎
管
理
帳
票
の
自
動
印
刷

売
上
集
計
表
や
日
報
・
月
報
な
ど

経
理
に
必
要
な
帳
票
も
、
必
要
事
項

を
指
定
す
れ
ば
印
刷
で
き
ま
す
。

（
図
1

⑦
）

こ
の
よ
う
に
、
P
O
S
シ
ス
テ

ム
と
い
う
小
さ
な
I
T
を
活
用
す

れ
ば
、
生
産
者
が
個
別
に
決
定
し

た
価
格
で
の
販
売
、
生
産
者
へ
の

販
売
状
況
の
通
知
、
生
産
者
へ
の

売
上
金
支
払
管
理
、
直
売
所
全
体

の
経
理
管
理
な
ど
、
手
管
理
で
は

困
難
な
作
業
を
ほ
ぼ
自
動
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
、
農
産
物
直
売
を
実
施
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
み
て

下
さ
い
。
（「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
編
集
室
）

直
売
所
の
規
模
を
問
わ
な
い

委
託
販
売
P
O
S
シ
ス
テ
ム

委
託
販
売

P
O
S
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み

◎渥美火力発電所1号機（中部電力）：出力　50万キロワット　運転開始　昭和46年6月
◎渥美火力発電所2号機（中部電力）：出力　50万キロワット　運転開始　昭和46年10月
◎渥美火力発電所3号機（中部電力）：出力　70万キロワット　運転開始　昭和56年5月
◎渥美火力発電所4号機（中部電力）：出力　70万キロワット　運転開始　昭和56年6月

発電所
概　要

D A T A P A L

渥美町
お問い合わせ先／愛知県渥美町総務課

〒441-3695 愛知県渥美郡渥美町大字古田字岡ノ越6-4

電話　0531-33-1111
URL  http://www.town.atsumi.aichi.jp/

図1 農産物直売の流れ

生産者 
①バーコード 
　の印刷と貼付 

⑥売上金入金 

お客様 

生産物購入 

直売所 

③販売業務 

④精算業務 

月次統計 
年次統計 

⑦販売戦略 

②生産物出荷 

⑤売上金振込 

生産物販売 

出荷業務～売上金入金まで一貫して管理できます。 

図2 売上確認について

自動FPT

インターネット 

自宅のパソコンや携帯電話で売上確認 

当日の売上数量や販売物が自宅で確認できます。 
生産者は前日に明日の生産物の準備が可能です。 

直売所 

・販売物 
・販売数量 

生産者 

パソコン 
携帯 

売上数量確認 
明日の準備 

WEBページ 
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Focus 政策・制度

地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
し
た

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
域
を
豊
か
に
す
る

―
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

Focus
政策・制度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
自
治
体

が
、
す
べ
て
の
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
は
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
、

大
き
な
利
益
が
期
待
で
き
な
い
分
野
の
課

題
解
決
に
は
民
間
企
業
の
参
入
も
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
が
一
定
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
の
継

続
性
と
い
う
点
か
ら
不
安
定
さ
も
持
っ
て

い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
行
政
活

動
、
企
業
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

隙
間
を
埋
め
る
事
業
活
動
で
あ
り
、
次
の

よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（1）
目
的

「
地
域
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
解

決
す
る
こ
と
」
・
「
地
域
の
人
々
が
求
め
て

い
る
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
」
が
目
的
で

あ
り
、
事
業
の
ニ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
利

潤
追
求
を
第
一
目
的
と
す
る
企
業
と
は
、

こ
の
点
が
異
な
り
ま
す
。

（2）
事
業
の
継
続
性

地
域
課
題
を
解
決
し
、
事
業
を
継
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
事

業
計
画
・
資
金
計
画
の
作
成
・
実
行
を
し
、

事
業
継
続
に
必
要
な
収
入
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
異
な
り
ま
す
。

（3）
サ
ー
ビ
ス
の
質

地
域
課
題
の
解
決
と
い
う
高
い
志
を
も

っ
た
活
動
で
す
が
、
企
業
と
同
様
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、

高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

(4)
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
存
在

事
業
創
設
者
と
し
て
、
地
域
の
課
題
解

決
に
強
い
情
熱
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
と
、

支
援
者
で
あ
る
仲
間
の
存
在
が
不
可
欠
で

す
。

（1）
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

独
自
の
方
法
に
よ
る
課
題
解
決

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
独
自
の
創

意
・
工
夫
に
よ
り
地
域
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
、
住
民
が
期
待
し
、
支
持
す

る
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（2）
新
し
い
住
民
自
治
の
実
現

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
は
、

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」

の
地
方
分
権
型
住
民
自
治
の
実
現
を
促
進

し
ま
す
。
加
え
て
、
住
民
主
導
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（3）
地
域
経
済
の
活
性
化
と

新
規
雇
用
の
創
出

企
業
O
B
や
女
性
・
若
者
な
ど
、
市
民

起
業
家
を
創
出
し
、
新
規
雇
用
者
を
生
み

出
し
ま
す
。
事
業
収
入
は
新
た
に
地
域
資

源
に
投
下
さ
れ
、
地
域
内
の
経
済
が
循
環

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

モ
デ
ル
に
は
創
業
資
金
を
助
成
す
る
制
度

や
、
N
P
O
活
動
に
必
要
な
資
金
の
一
部

を
融
資
（
利
子
補
給
）
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

最
近
で
は
、
地
道
な
活
動
に
よ
り
得
た

信
用
力
に
基
づ
い
て
、
償
還
期
間
十
年
、

一
口
十
万
円
と
い
っ
た
市
民
債
券
（
私
募

債
）
の
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
を
行
う
ケ

ー
ス
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
い
う
新
し
い
仕
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

(4)
中
間
支
援
組
織
に
よ
る
支
援

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対

し
て
、
資
金
面
や
人
材
・
情
報
面
で
の
総

合
的
な
支
援
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

中
間
支
援
組
織
（
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ

ー
）
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
支

援
組
織
の
設
立
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

（1）
情
報
提
供

①
起
業
に
関
す
る
相
談
会
開
催

②
N
P
O
設
立
の
相
談
会
開
催

③
法
的
手
続
に
関
す
る
支
援

④
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
診
断
・
助
言

⑤
先
進
事
例
の
紹
介

（2）
業
務
委
託

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
代

表
的
な
主
体
は
N
P
O
で
す
が
、
利
潤
追

求
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
安
定
し
た
事
業
資
金
の
確
保
に
窮
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
活
動

を
通
じ
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
特
定
の
領
域
に
お
い
て
高
い
専
門
性

を
有
し
な
が
ら
柔
軟
性
・
機
動
性
に
優
れ

て
い
る
公
益
的
な
N
P
O
も
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
N
P
O
へ
の
業

務
委
託
は
、
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
策
の
一
つ
で
す
。

（3）
資
金
の
助
成

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
公
募
し
、
優
秀
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

特
徴

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

効
果

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
行
政
の
支
援
策

故
郷
に
戻
っ
た
企
業
O
B
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
故
郷
を
豊
か

に
す
る
取
り
組
み
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し

て
群
馬
県
太
田
市
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
東
経
済
産
業
局
と
N
P
O
法
人
日
本
N
P

O
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
の
取
り

組
み
は
、
豊
富
な
経
験
、
知
識
、
実
績
を
持
つ

高
齢
者
が
、
故
郷
で
活
躍
で
き
る
可
能
性
を
秘

め
た
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
郷
で
こ
だ
わ
り
事
業

タ
ー
ン
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ラ
ム

平
成
十
五
年
九
月
二
日
、
改
正
地
方
自
治
法

が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
指
定
を
受
け

た
「
指
定
管
理
者
」
が
「
公※

　

の
施
設
」
を
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
は
認
め
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
株
式
会
社
で
も
、
議
会
決
定

が
あ
れ
ば
指
定
管
理
者
に
な
れ
る
も
の
で
、「
官

か
ら
民
へ
構
造
改
革
」
を
推
進
す
る
小
泉
内
閣

の
規
制
緩
和
策
の
一
つ
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
代
表

的
な
担
い
手
で
あ
る
N
P
O
の
受
託
業
務
の
幅
を

広
げ
、
安
定
的
な
事
業
収
入
を
得
る
道
を
開
く
も

の
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※「
公
の
施
設
」と
は
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ

て
住
民
に
供
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
設
け
る
施
設
。

指
定
業
者
制
度

コ
ラ
ム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、
新
製
品
の

共
同
開
発
や
新
分
野
進
出
を
目
指
す
地
域
の
中

堅
中
小
企
業
、
あ
る
い
は
店
舗
改
装
・
新
規
出
店

を
目
指
す
中
小
商
業
者
等
を
支
援
す
る
た
め
に
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

金
融
の
新
た
な
手
法
で
す
。

地
域
社
会
に
お
い
て
互
い
に
信
頼
関
係
に
あ

る
企
業
グ
ル
ー
プ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
、
自
ら
の

資
金
を
拠
出
し
合
う
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

固
有
の
信
用
情
報
と
高
い
モ
ラ
ル
に
基
づ
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
構
成
員
へ
の
貸
付
審
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調

達
を
円
滑
に
行
う
も
の
で
す
。

二
〇
〇
一
年
十
一
月
、
日
本
ト
ラ
ス
ト
フ
ァ
ン

ド
を
中
心
と
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
企
業

等
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
日
本
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト

コ
ラ
ム

全国の先進事例

名称 所在地 事業概要

㈱小川の庄 長野県小川村 郷土食おやきで高齢者雇用

森のそば屋 岩手県葛巻町 水車をシンボルとした地域特産品そばの
製造･販売

㈱アモールトーワ 東京都足立区 生活支援サービスによる商店街活性化

㈱黒壁 滋賀県長浜市 歴史的建造物活用による集客交流事業

㈱ア・ラ・小布施 長野県小布施町 街並み修景事業による観光産業

NPO・FUSION長池 東京都八王子市 大規模団地多摩ニュータウンの暮らしを
支える活動

㈱なんてん共働サービス 滋賀県石部町 福祉サービスと建築物管理施行

コミュニティ・サポートセンター神戸 兵庫県神戸市 住民活動団体支援による復興支援活動

都岐沙羅パートナーズセンター 新潟県村上市 まちづくりの中間支援組織
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お問い合わせ先 株式会社 小川の庄　〒381-3302 長野県上水内郡小川村高府2876 電話　026-269-3760 FAX 026-269-3763
URL:http://www.nande.com/ogawa/index.htm
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「
お
や
き
」
は
、
こ
の
地
方
に
昔
か
ら
伝

わ
る
焼
き
饅
頭
の
一
種
で
す
。
野
沢
菜
な

ど
の
具
を
小
麦
粉
の
皮
で
包
み
込
み
、
囲

炉
裏
な
ど
で
焼
い
て
食
べ
る
も
の
で
、
主

食
と
野
菜
が
同
時
に
摂
れ
、
作
り
置
き
も

き
く
便
利
な
食
べ
物
で
す
。
昭
和
三
十
年

代
ま
で
は
各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
生
活
が
洋
風
化
し
、
村
の
家
庭
か
ら

も
囲
炉
裏
が
姿
を
消
す
に
つ
れ
て
、
次
第

に
忘
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
、「
小
川
の
庄
」
の
社
長
を
務
め
る

権
田
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
、
年
々
過
疎
化

が
進
み
、
子
ど
も
や
若
者
が
減
り
つ
つ
あ

っ
た
村
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
、「
若
者
を

村
に
呼
び
戻
し
た
い
」
と
考
え
ま
し
た
。

14

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

Focus
政策・制度

長
野
県
上
水
内
郡
小
川
村
は
、
長
野

市
の
中
心
と
白
馬
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
、
長
野
市
か
ら
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

道
路
を
車
で
三
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で

す
。
人
口
約
三
千
五
百
人
の
村
で
、
高

齢
化
率
は
四
割
弱
。
特
に
農
業
人
口
の

ほ
と
ん
ど
が
六
十
歳
以
上
で
、
年
間
の

農
産
物
出
荷
総
額
は
隣
の
中
条
村
と
合

わ
せ
て
も
わ
ず
か
五
億
円
と
い
う
、
高

齢
化
・
過
疎
化
の
進
む
典
型
的
な
中
山

間
地
域
で
す
。

こ
の
小
川
村
を
一
躍
有
名
に
し
た
の

が
、
郷
土
食
の
「
お
や
き
」
で
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
五
月
、
変
則
的
な
第
三

セ
ク
タ
ー
方
式
で
ス
タ
ー
ト
し
た
村
づ

く
り
事
業
「
お
や
き
村
（
株
式
会
社
小

川
の
庄
）」
は
、
数
々
の
特
徴
あ
る
取
り

組
み
が
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
小
川
の
庄
」
の
従
業
員
の
多
く
は
小

川
村
在
住
ま
た
は
出
身
者
で
、
し
か
も

「
六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
高
齢
者
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年

度
の
年
商
は
七
億
円
に
達
し
、
村
に
活

気
を
与
え
る
ば
か
り
か
海
外
で
も
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

社
長
の
権
田
市
郎
さ
ん
も
小
川
村
の

出
身
。「
村
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」

と
立
ち
上
が
り
、
数
多
く
の
協
力
者
や

応
援
者
を
得
て
「
お
や
き
村
」
を
軌
道

に
乗
せ
た
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
地
元
な
ら

で
は
の
郷
土
食
に
着
目
し
、
地
域
と
の

共
存
共
栄
を
第
一
に
考
え
て
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
「
小
川
の
庄
」に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
状
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「おばあちゃん」の要望を取り入れた働きやすい職場

六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し

郷
土
食「
お
や
き
」が
村
を
元
気
に
す
る

造
・
営
業
・
総
務
部
長
と
し
て
、
権
田
社

長
を
支
え
ま
し
た
。
権
田
社
長
の
強
い
熱

意
と
彼
ら
の
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

農
協
が
長
野
県
農
協
地
域
開
発
機
構
の
ふ

る
さ
と
田
舎
事
業
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
農
協
か
ら
七
十
五
万
円
（
当

初
資
本
金
五
百
万
円
の
十
五
％
）
と
床
の

補
修
・
水
道
の
施
設
等
に
関
す
る
二
千
二

百
万
円
の
投
資
を
受
け
、「
小
川
の
庄
」
が

ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
で
す
。
発
足
に
あ
た

小川村 

長野県 

長
野
県

小
川
村

し
か
し
、
実
際
に
村
に
住
ん
で
い
る
の
は

高
齢
者
ば
か
り
。
そ
こ
で
、
若
者
を
呼
び

戻
す
た
め
に
も
、
今
こ
の
村
に
住
ん
で
い

る
多
く
の
高
齢
者
の
た
め
に
も
、
ま
ず
魅

力
あ
る
村
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
し
た
。
お
年
寄
り
に
も
で
き
る
、
魅
力

あ
る
村
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
探
し

続
け
た
結
果
、「
お
や
き
」
に
た
ど
り
つ
い

た
の
で
す
。

「
昔
は
、『
お
や
き
が
焼
け
な
け
れ
ば
嫁
に

行
け
な
い
』
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
、
お
年

寄
り
な
ら
誰
で
も
作
り
方
を
知
っ
て
い
た

か
ら
で
す
」。

会
社
の
創
立
メ
ン
バ
ー
は
、
食
品
加
工

会
社
に
勤
務
し
て
い
た
権
田
さ
ん
を
は
じ

め
、
地
元
の
郵
便
局
員
や
農
協
職
員
な
ど
、

小
川
村
出
身
の
七
名
で
し
た
。
彼
ら
「
七

人
の
侍
」
は
、
気
心
の
知
れ
た
二
十
代
か

ら
の
仲
間
で
、
顧
門
・
参
与
あ
る
い
は
製

株式会社 小川の庄　取締役代表

権田市郎さん

郷
土
食
こ
そ
地
域
資
源

高
齢
者
の
技
術
を
活
か
し
た

お
や
き
事
業

っ
て
は
、「
村
の
人
た
ち
が
、
生
涯
現
役
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
」「
普
段

着
で
出
か
け
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
働
け

る
場
」
の
創
出
を
目
指
し
ま
し
た
。

「
小
川
の
庄
」
は
、
地
元
の
人
た
ち
の
協

力
や
マ
ス
コ
ミ
が
競
っ
て
取
り
上
げ
る
幸

運
に
も
恵
ま
れ
、
初
年
度
売
上
約
一
億
四

千
万
円
と
順
調
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
創
業
か
ら
十
年
余
り
は
順

調
に
伸
び
て
い
た
「
小
川
の
庄
」
の
売
上

は
、
平
成
十
年
の
約
七
億
二

千
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に

転
じ
ま
し
た
。
不
景
気
に
加

え
、
長
野
県
は
平
成
十
年
に

開
催
さ
れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
景
気
の
反
動
が
大
き

く
、「
小
川
の
庄
」
も
大
手

ス
ー
パ
ー
閉
店
に
伴
い
、
そ

こ
に
出
店
し
て
い
た
五
店
舗

を
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
既
存
店
の
売
上
も

大
幅
に
減
少
し
、
ど
こ
ま
で

小川の庄ホームページ
http://www.nande.com/ogawa/index.htm
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販
売
を
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
補
助
は
、
製
造
施
設
に
対
し
、

国
か
ら
二
千
万
円
、
県
と
村
か
ら
各
一
千

万
円
。
そ
の
後
五
年
間
で
村
に
一
千
万
円

を
返
済
し
、
現
在
、
施
設
は
「
小
川
の
庄
」

の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
ご
と
に
作
業
場
を
作
っ
て「
集
落
一

品
作
り
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
徒
歩
十
五
分

で
通
え
る
働
き
手
が
十
五
人
確
保
で
き
る

範
囲
を
一
集
落
と
し
、「
お
年
寄
り
が
畑
仕

事
の
感
覚
で
通
え
る
職
場
」
を
実
現
し
ま

し
た
。
現
在
は
「
お
や
き
村
」「
農
園
村
」

「
野
沢
菜
村
」「
山
菜
村
」の
四
集
落
で
す
。

多
く
の
作
業
場
を
抱
え
る
こ
と
は
、
経

営
上
は
コ
ス
ト
増
で
す
が
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
希
望
の
も
て
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
労
働
力

の
安
定
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

発
足
時
に
最
も
特
徴
的
だ
っ
た
基
本
方

針
が
、「
六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し
」
で
す
。

現
在
、
従
業
員
数
は
約
八
十
名
で
す
が
、

半
数
が
六
十
歳
以
上
で
す
。
設
立
当
初
の

下
が
る
か
分
か
ら
な
い
と
、
経
営
を
危
惧

す
る
ほ
ど
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
態
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
五
人
も
退
職
し
た
の
で
す
。

人
手
も
足
り
て
い
る
し
、
年
齢
も
あ
る
し
、

そ
ろ
そ
ろ
ゆ
っ
く
り
老
後
を
楽
し
む
の
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
理

由
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
五
人
も
ま
と
ま
っ
て
退
職
し

た
こ
と
は
な
く
、
長
年
一
緒
に
働
い
て
き

た
の
で
寂
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
は
、
売
上
減
の
た
め
事
業
規
模
を
縮

小
し
な
が
ら
も
、
強
引
な
人
員
削
減
を
せ

16

平
均
年
齢
は
六
十
五
歳
で
し
た
が
、
現
在

は
若
い
人
た
ち
も
増
え
て
、
五
十
五
歳
に

下
が
っ
て
き
ま
し
た
。

定
年
は
各
自
が
決
め
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
健
康
で
働
け
る
七
十
五
歳
前
後
で
退
職

す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
六
十
歳
未
満

の
若
い
人
へ
の
配
慮
や
、
十
分
な
現
金
収

入
を
得
て
豊
か
に
な
り
、
い
よ
い
よ
本
当

の
老
後
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
心
の
ゆ
と

り
が
で
き
た
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

販
路
は
当
初
、
村
内
の
「
お
や
き
村
」

一
店
舗
で
、
顧
客
は
長
野
市
な
ど
周
辺
地

域
の
人
た
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
権
田
さ
ん
た
ち
は
「
お
や
き
」

を
販
売
す
る
か
ら
に
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
村
の
味
」
が

都
会
の
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

東
京
の
デ
パ
ー
ト
の
売
り
子
さ
ん
に
も
試

食
し
て
も
ら
い
、
具
の
味
や
皮
の
柔
ら
か

さ
を
決
め
ま
し
た
。
蒸
し
て
も
焼
い
て
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
調
理
直

後
に
瞬
間
冷
凍
し
て
全
国
に
配
送
し
て
い

ま
す
。
こ
の
瞬
間
冷
凍
方
法
に
は
予
想
以

上
に
苦
労
し
、
今
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
企

業
秘
密
に
な
っ
て
い
ま
す
。

価
格
に
つ
い
て
は
、
百
四
十
円
を
基
本

に
、
で
き
る
限
り
抑
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
価
格
競
争
の
た
め
で
は
な
く
、
普
及
さ

ず
に
す
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
低
迷
か

ら
も
よ
う
や
く
脱
し
、
五
億
六
千
万
円
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
た
売
上
も
、
今
年
度
は

七
億
五
千
万
円
に
回
復
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
施
設
改
修
投
資
や
財
務
の
健

全
化
の
た
め
、
会
社
の
資
本
金
も
二
千
万

円
に
増
資
し
、
安
定
的
な
成
長
を
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
小
川
の
庄
」
に
は
、
創
業
当
初
か
ら
続

く
三
つ
の
基
本
方
針
が
あ
り
ま
す
。

村
が
企
業
に
出
資
で
き
る
条
例
が
な
い

た
め
、
村
か
ら
の
出
資
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
で
、
通
常
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

と
は
異
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
「
第

三
セ
ク
タ
ー
」
と
呼
ぶ
の
は
、
基
本
理
念

を
共
有
し
、
村
と
一
体
と
な
っ
て
村
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

事
業
は
、
村
・
農
協
・「
小
川
の
庄
」の
三

者
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を
し
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
村
は
補
助
金
導
入
の
検
討
・

実
施
や
道
路
整
備
な
ど
の
環
境
整
備
を
、

出
資
者
で
も
あ
る
農
協
は
遊
休
施
設
の
提

供
や
無
農
薬
有
機
栽
培
に
よ
る
原
料
の
確

保
を
、
そ
し
て「
㈱
小
川
の
庄
」が
加
工
・

おやき村への入口（右上）。村には囲炉裏を切った棟があり、その場でおやきを味わえる

作ってすぐ焼くことが「おやき」のおいしさの秘訣のひとつ

「おやき」はこの地方に伝わる郷土食
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昭和 
61年 

 
62年 

 
63年 

平成 
元年 

 
2年＊ 

 
3年 

 
4年 

 
5年 

 
6年 

 
7年 

 
8年 

 
9年 

 
10年 

 
11年 

 
12年 

 
13年 

 
14年 

 
15年 

＊決算期変更10月1日～9月31日 
小川の庄の売上額の推移 小川の庄のおやき生産量の推移 

 
全
国
生
協
に
お
や
き
販
路
拡
大
 

茅
野
店
・
横
浜
店
閉
店
 

マ
ス
コ
ミ
各
社
の
お
や
き
取
材
増
大
 

縄
文
お
や
き
製
造
開
始 

第
一
回
お
や
き
村
春
祭
り
を 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
で
紹
介 

ロ
ス
で
お
や
き
に
長
蛇
の
列
 

横
浜
市
に
販
売
店
オ
ー
プ
ン
 

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
 

会
場
で
お
や
き
販
売
 

「
小
川
の
庄
」
を
形
づ
く
る

特
徴
的
な
三
つ
の
基
本
方
針

皆
に
お
い
し
く

食
べ
て
も
ら
い
た
い

幅
広
く
販
売
す
る
た
め
の
工
夫

方
針
1

変
則
的
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

方
針
3

六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し

方
針
2

集
落
一
品
づ
く
り



滑
り
出
し
が
予
想
外
に
好
調
だ
っ
た
た
め

仕
事
が
忙
し
く
な
り
す
ぎ
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
か
ら
「
昼
寝
も
で
き
な
い
の
で
は
、

や
っ
て
い
く
の
が
大
変
」「
ゆ
っ
く
り
世
間

話
も
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
続
出
し

た
か
ら
で
す
。

「
小
川
の
庄
」の
主
役
は
、
何
と
い
っ
て
も

お
や
き
作
り
の
技
術
を
持
っ
た
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
。
彼
女
た
ち
の
生
活
の
ペ
ー
ス

を
尊
重
し
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
こ
と
が
、

事
業
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

六
十
歳
と
八
十
歳
で
は
作
業
効
率
が
二

割
ほ
ど
違
い
ま
す
が
、
お
年
寄
り
の
働
く

意
欲
を
尊
重
す
る
た
め
、
給
与
は
同
じ
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
十
歳
の
社
員
に

は
不
満
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
将

来
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て
説

明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

原
料
は
、
当
初
三
年
間
、
地
元
の
高
齢

者
農
家
三
百
八
十
人
か
ら
継
続
仕
入
れ
す

る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
安
定
供
給
の

面
か
ら
農
協
仕
入
れ
に
切
り
替
え
た
現
在

も
、
極
力
地
元
産
を
使
っ
て
お
り
、
年
商

の
七
割
が
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
定
年
後
に
再
び
農
業
に
携

わ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。「
小
川
の
庄
」

で
は
毎
年
の
買
い
取
り
を
約
束
す
る
な
ど

し
て
、
彼
ら
が
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

集
落
ご
と
に
作
業
所
が
あ
る
の
で
、
い

つ
も
顔
を
合
わ
せ
る
仲
間
が
で
き
、
会
話

を
し
な
が
ら
働
け
ま
す
。
ま
た
、「
お
や
き

村
」
で
お
客
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
働
く
意
欲
も
わ
き
、
高
齢
だ
か
ら
と
閉

鎖
的
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

で
作
っ
た
も
の
が
売
れ
る
喜
び
を
通
し
て

「
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
自
覚
も
生
ま
れ

ま
す
。

村
の
老
人
医
療
費
は
年
間
一
人
あ
た
り

四
十
七
〜
八
万
円
（
全
国
平
均
七
十
九
万

円
）
と
、
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

働
き
続
け
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
健
康
で

い
ら
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
平
均
寿
命
も

長
野
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

「
小
川
の
庄
」
が
着
実
に
業
績
を
伸
ば
す

に
つ
れ
、
十
代
、
二
十
代
で
も
「
働
き
た

い
」
と
い
う
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
実

際
に
八
人
ほ
ど
が
入
社
し
、
お
や
き
作
り

の
後
継
者
と
し
て
高
齢
者
か
ら
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。
権
田
さ
ん
が
最
初
に
抱
い

た
「
若
者
を
村
に
呼
び
戻
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
、
よ
う
や
く
実
現
に
向
か
い
始

め
た
の
で
す
。「
地
元
で
は
勤
務
先
と
し
て

の
信
用
が
ま
だ
な
い
の
か
、
若
い
人
は
村

ン
リ
ー
ワ
ン
」
に
な
り
得
る
か
ら
で
す
。

平
成
十
年
か
ら
は
、
全
社
員
で
「
我
が

家
の
一
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
八
十
品
）」
を
開

催
し
、
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
商
品
化
し

て
い
ま
す
。「
に
ん
に
く
味
噌
」
な
ど
の
ヒ

ッ
ト
商
品
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

売
上
の
増
加
に
追
い
つ
く
程
度
に
、
生

産
技
術
の
機
械
化
を
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
機
械
化
が
高
齢
者
の
雇
用
の
場
を
奪

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
原
料
と
ア
イ

デ
ア
の
提
供
は
六
十
歳
以
上
、
加
工
は
六

十
歳
未
満
」
と
い
う
分
業
体
制
を
目
指
し

て
い
ま
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
っ
て
の

『
小
川
の
庄
』」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

生
協
な
ど
か
ら
「
無
農
薬
証
明
」
を
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
地
元
農
家
や
農
協
で
は

対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
市
場
購
入
の
素

材
で
あ
れ
ば
無
農
薬
証
明
は
難
な
く
取
得

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
地
元
農
業
と
の

共
存
共
栄
と
い
う
目
標
に
反
す
る
た
め
悩

ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
他
地
域
の
事
例
な

ど
も
参
考
に
、
地
元
農
家
と
協
力
し
合
っ

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆

お
や
き
村
は
、
決
し
て
一
個
人
の
成
功

事
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
権
田

さ
ん
が
独
創
性
と
実
行
力
の
あ

る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
す
が
、
青
年
団
時
代
の
仲

間
、
地
域
の
高
齢
者
や
生
産
者
、

地
元
行
政
、
農
協
、
外
部
の
協

力
者
な
ど
、
大
勢
の
人
が
「
村

を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
共

通
の
想
い
で
取
り
組
ん
だ
成
果

な
の
で
す
。
権
田
さ
ん
自
身
も

「
皆
の
意
見
を
そ
の
通
り
実
行

し
た
だ
け
」
と
語
り
ま
す
。

「
自
分
の
母
親
が
、
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
生
き
生
き
と
働
い
て

生
活
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
抜

い
た
と
い
う
権
田
さ
ん
。
そ
の

理
念
は
、
村
の
活
性
化
と
い
う

成
果
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

外
か
ら
通
う
人
が
中
心
で
す
が
、
今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
権
田
さ
ん
は
明

る
い
表
情
を
見
せ
ま
す
。

県
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
精
神

薄
弱
者
施
設
へ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
出
か

け
て
い
っ
て
、
実
演
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

周
辺
の
美
麻
村
・
中
条
村
と
は
街
道
沿
い

の
交
流
と
し
て
、「
ア
ル
プ
ス
お
や
き
恋

訪
」
と
い
う
名
称
で
共
通
の
販
促
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
か
ら
十
年
ま
で
、
毎
年
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
る
「
ジ
ャ
パ
ン

エ
キ
ス
ポ
」
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
参

加
し
て
実
演
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
四
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
に

も
出
か
け
、
特
に
ド
イ
ツ
の
グ＊
　

ー
タ
ッ
ハ

村
か
ら
は
学
ぶ
べ
き
点
も
多
く
、
国
際
交

流
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

お
や
き
と
い
う
単
品
で
は
将
来
的
に
不

安
な
た
め
、
地
元
の
郷
土
食
の
商
品
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
郷
土
食
こ
そ
「
オ
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も
増
え
、
現
在
、
直
売
店
は
村
内
一
カ
所
の

ほ
か
県
内
三
カ
所
、
そ
の
ほ
か
、
通
販
や
生

協
・
デ
パ
ー
ト
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
特

に
食
の
安
全
に
厳
し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る

生
協
と
の
取
引
は
、
商
品
の
信
用
力
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
や
は
り

主
力
は
直
売
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
直
売
で

な
い
と「
お
や
き
」を
う
ま
く
蒸
し
た
り
焼

い
た
り
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
し
て
、い

ち
ば
ん
お
い
し
い
状
態
で
食
べ
て
い
た
だ
け

な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
も
っ
と
「
お
や
き
」
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
新
商
品
の
開
発
に
も

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
自
慢
の
「
My

お
や
き
」
を
商
品
に
加
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
メ
ニ
ュ
ー
に
載
っ
た

商
品
は
計
五
十
八
種
類
に
も
及
び
ま
す
。

「
小
川
の
庄
」
の
従
業
員
は
全
員
が
正
社

員
で
す
が
、
時
給
月
給
制
を
導
入
し
、
休

み
も
自
由
に
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
農
繁
期
に
は
畑
仕
事
を
し
た

い
」「
孫
が
来
た
と
き
に
相
手
を
し
た
い
」

さ
ら
に
は
「
趣
味
の
時
間
が
ほ
し
い
」
と

い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
要
望
を
で
き

る
だ
け
取
り
入
れ
る
た
め
で
す
。

各
職
場
に
は
休
憩
室
を
つ
く
り
、
お
昼

に
六
十
分
、
三
時
に
三
十
分
の
休
憩
時
間

が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
事
業
の

コミュニティビジネスだからこその暖かい職場風景

せ
る
こ
と
が
第
一
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

「
お
や
き
」
普
及
に
関
し
て
は
、
や
は
り

地
元
村
民
の
協
力
と
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
に

よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
千
人
の
村
民
が
、
村
外
の
知
人
や
親
戚

な
ど
に
「
お
や
き
」
を
送
っ
て
く
れ
た
の

で
す
。
こ
れ
が
口
コ
ミ
に
よ
る
効
果
を
生

み
ま
し
た
。
村
外
に
住
む
村
出
身
者
も
、

「
お
や
き
村
」
の
お
か
げ
で
誇
り
を
も
っ
て

村
を
紹
介
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
、
う
れ

し
い
効
果
も
生
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ち
ょ
う
ど
「
ふ
る
さ
と
志
向
」

「
地
方
の
時
代
」
と
い
っ
た
言
葉
が
脚
光
を

浴
び
た
時
期
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
競
っ
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
追
い
風
も
あ
り
ま

し
た
。
報
道
直
後
は
、
山
の
中
に
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
、「
費
用
を
か
け
な
い
広
告
」
も
、
販

売
促
進
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
で
は
県
南
部
や
県
外
か
ら
訪
れ
る
人

＊
ド
イ
ツ
グ
ー
タ
ッ
ハ
村
（
人
口
二
千
五
百
人
）

ド
イ
ツ
一
貧
し
か
っ
た
村
が
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン

で
ド
イ
ツ
一
美
し
い
村
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
百
二
十
五
軒
の

民
宿
を
擁
す
る
ド
イ
ツ
一
裕
福
な
村
に
な
り
ま
し
た
。
地
場

の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
食
の
も
て
な
し
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
原
点
）
も
特
徴
で
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
第
一
」の

職
場
づ
く
り

お
や
き
作
り
の

今
後
に
向
け
た
課
題
と
展
望

お
や
き
作
り
が
生
ん
だ

幅
広
い
効
果

地
元
経
済
へ
の
還
元

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

後
継
者
の
誕
生

地
域
や
海
外
と
の
交
流

多
彩
な
郷
土
食
の
商
品
化

無
農
薬
証
明
の
確
保

機
械
化
に
よ
る
生
産
効
率
化

ジャパンエキスポでの「おやき」の実演販売。長蛇の列ができるほど好評だった
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苓
北
町
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
電

源
立
地
等
初
期
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
湧
出
量
の
豊
富
な
温
泉
水
の
有
効
利

用
と
町
内
産
米
の
消
費
拡
大
、
町
の
特
産

品
開
発
等
の
産
業
振
興
策
と
し
て
、
温
泉

水
を
利
用
し
た
焼
酎
の
開
発
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

製
品
化
に
向
け
て
の
試
作
品
製
造
・
評
価
、

品
質
向
上
の
た
め
の
成
分
分
析
等
の
研
究
、

価
格
・
デ
ザ
イ
ン
・
商
標
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

検
討
開
発
や
生
産
体
制
・
販
路
の
確
保
な
ど
、

特
産
品
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
の
検
討

を
重
ね
、
今
春
い
よ
い
よ
市
販
化
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
試
飲
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
や
わ
ら
か
い
甘
み
が
口
中
に
広
が
る
」「
ロ

ッ
ク
が
特
に
お
い
し
い
」
な
ど
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
お
い
し
い
焼
酎
を

よ
り
引
き
立
た
せ
る
と
っ
く
り
瓶

は
、
地
元
で
産
出
さ
れ
る
天
草
陶

石
の
白
磁
容
器
で
す
。

丸
ご
と
苓
北
の
自
然
の
恵
み
か

ら
生
ま
れ
た
本
格
焼
酎
「
麟
泉

り
ん
せ
ん

」

を
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
熊
本
県
苓
北
町

熊本県苓北町 企画商工課 ◎電話　0969-35-1111
◎URL http://www.krnet.ne.jp/reihoku/お問い合わせ先

山
本
町
は
、「
じ
ゅ
ん
さ
い
」の
生

産
量
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。
こ
の

じ
ゅ
ん
さ
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
毎
年
八
月
下
旬
に
「
森
岳
温
泉

夏
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
豪

華
ゲ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
夜
空

に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
花
火
大

会
、
わ
ん
こ
じ
ゅ
ん
さ
い
に
流
し
じ

ゅ
ん
さ
い
と
、
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
、
毎
年
二
月
下
旬
に
は
「
森
岳
温
泉

冬
ま
つ
り
」も
開
催
さ
れ
、
長
面
三
兄
弟
の

神
事
や
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
た
い
へ
ん

好
評
で
す
。

じ
ゅ
ん
さ
い
の
ほ
か
に
も
、
最
近
で
は

■
秋
田
県
山
本
町

秋田県山本町 総務課 ◎電話　0185-83-2112
◎URL http://www.town.yamamoto.akita.jp/

熊本県 

苓北町 

秋田県 

山本町 

舟屋群と呼べる舟屋のまち並みは全国に類をみない

「
志
戸
橋
そ
ば
」
が
有
名
で
、
味
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
ば
打
ち
が
体
験
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
町
内
外
か
ら
も
参
加
者
が
多

数
い
ま
す
。
そ
し
て
、
密
か
な
人
気
を
博

し
て
い
る
の
が
「
岩
川
水
系
米
」
で
す
。
こ

の
米
は
、
豊
富
な
土
壌
の
養
分
と
清
流
が

も
た
ら
す
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
加
わ
り
、
そ

の
お
い
し
さ
は
ひ
と
口
食
べ
れ
ば
す
ぐ
に
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
四
年
の
第
二

十
二
回
秋
田
県
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
会
長
賞

優
良
賞
を
受
賞
し
た
「
パ
ス
テ
ル
お
や
き
」

は
、
地
場
産
の
野
菜
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し

て
生
地
に
練
り
込
み
、
添
加
物
を
一
切
使

用
し
な
い
と
い
う
健
康
的
な
食
品
で
す
。

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
山
本
町
に
、
ど
う

ぞ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
京
都
府
伊
根
町

京都府 

伊根町 

舟
屋
と
伝
説
の
ま
ち

温
泉
水
と
お
い
し
い
米
を
使
っ
た

本
格
焼
酎「
麟
泉

り

ん

せ

ん

」誕
生

森
岳
温
泉
夏
・
冬
ま
つ
り
は
、

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
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●
舟
屋
の
ま
ち

伊
根
湾
を
取
り
囲
む
よ
う
に
軒
を
連
ね
る

「
舟
屋
」。
一
階
は
舟
の
ガ
レ
ー
ジ
、
二
階
は
居

室
な
ど
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
直
接
、

海
に
面
し
て
建
ち
並
ぶ
舟
屋
は
、
ま
る
で
海
に

ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
よ
う
な
独
特
の
景
観
で
す
。

湾
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
る「
舟
屋
の
里
公
園
」

か
ら
の
眺
望
は
絶

景
。
山
裾
に
広
が

る
舟
屋
群
、
波
穏

や
か
な
伊
根
湾
を

一
望
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
舟

屋
群
や
青
島
で
再

現
保
存
さ
れ
て
い

る
茅
葺
き
の
舟
屋

を
海
か
ら
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る

「
伊
根
湾
め
ぐ
り
遊

覧
船
」
も
運
航
し

て
い
ま
す
。
湾
内

一
周
三
十
分
の
船

旅
で
、
ま
た
違
っ

た
舟
屋
の
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
伝
説
の
ま
ち

昔
話
で
お
な
じ

み
の
「
浦
島
太
郎
」。

こ
の
お
話
の
起
源

は
、
丹
後
風
土
記
、
日
本

書
紀
、
万
葉
集
に
「
浦
嶋
」

の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
七
世
紀
後
半
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
浦
嶋
神
社
に
伝
わ
る

浦
嶋
伝
説
は
最
も
起
源
が

古
い
と
さ
れ
、
神
社
に
は

伝
説
の
玉
手
箱
な
ど
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。「
水
の

江
里
浦
嶋
公
園
」
に
は
、

浦
島
太
郎
の
た
ど
っ
た
コ
ー
ス
の
追
体
験
な

ど
、
伝
説
を
体
感
で
き
る
「
う
ら
し
ま
シ
ア

タ
ー
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
徐
福
伝
説
に
縁
の
あ
る
新

井
崎
神
社
が
あ
り
ま
す
。
秦
の
始
皇

帝
の
命
を
受
け
、
不
老
不
死
の
霊
薬

を
追
い
求
め
た
徐
福
。
た
ど
り
つ
い

た
新
井
崎
に
住
み
着
き
、
医
薬
・
天

文
や
占
い
、
漁
撈

ぎ
ょ
ろ
う

や
農
耕
を
教
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
里
人
た
ち
は

彼
を
慕
い
、
死
ん
だ
後
に
は
産
土
神

う
ぶ
す
な
が
み

と
し
て
新
井
崎
神
社
に
祀
り
ま
し
た
。

徐
福
が
求
め
た
不
老
不
死
の
霊
薬
と

は
、
神
社
の
真
東
に
あ
る
冠
島

（
常
世

と

こ

よ

島し
ま

と
も
言
わ
れ
る
）
に
生
息
す

る
、
九
節
の
菖
蒲

し
ょ
う
ぶ

と
黒
茎
の
蓬

よ
も
ぎ

と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
未
来
へ
の
風

太
鼓
山
山
頂
付
近
で
風
力
発
電
所

が
稼
動
し
て
い
ま
す
。
地
球
環
境
問

題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
風
力
発
電
は
、
地
球
環
境
保
全
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。
高
さ
七
十
五
メ
ー
ト
ル
、
羽

の
直
径
五
十
メ
ー
ト
ル
の
六
基
の
風
車
が
、

青
空
に
弧
を
描
く
姿
は
壮
大
で
す
。

●
伊
根
の
幸

伊
根
湾
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
、
米
糠
と
塩

で
漬
け
込
み
、
熟
成
さ
せ
た
「
へ
し
こ
」、
浦
島

の
浜
で
採
れ
た「
本
庄
わ
か
め
」、
古
代
米
を
原

料
に
地
元
の
名
水
が
育
ん
だ
地
酒
「
伊
根
満

開
」、
本
格
的
な
手
打
ち
の
「
筒
川
そ
ば
」
な
ど
、

伊
根
町
に
は
豊
か
な
海
の
幸
、
山
の
幸
が
満
載

で
、
お
み
や
げ
に
も
最
適
で
す
。

●
海
水
浴

透
明
度
抜
群
の
泊
海
水
浴
場
や
本
庄
浜
海

水
浴
場
は
と
も
に
遠
浅
な
の
で
、
美
し
い
だ

け
で
な
く
、
磯
遊
び
に
も
最
適
で
す
。
泳
ぎ

疲
れ
た
ら
泊
海
水
浴
場
か
ら
歩
い
て
五
分
の

温
泉
へ
。

●
温
泉

眼
下
に
広
が
る
雄
大
な
日
本
海
を
見
渡
す

名
湯
「
奥
伊
根
温
泉
」、
桜
と
も
み
じ
に
囲
ま

れ
、
多
彩
な
お
湯
を
取
り
揃
え
る
「
伊
根
温
泉

リ
ゾ
ー
ト
」。
伊
根
の
宿
に
泊
ま
っ
て
ゆ
っ
く

り
と
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
、
日
本
海
の
旬
の

幸
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

伊
根
町
は
、
京
都
府
北
部
丹
後
半
島
の
東

北
端
に
位
置
し
、
ま
ち
全
体
が
雄
大
な
自
然

に
包
ま
れ
、
と
り
わ
け
海
は
人
々
に
と
っ
て

こ
の
上
な
い
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
狭

湾
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
海
岸
線
沿

い
の
道
を
走
れ
ば
、
紺
碧
の
海
を
見
下
ろ
す

景
色
が
続
い
て
い
ま
す
。
松
の
緑
と
岩
が
続

く
海
岸
は
、
ま
さ
に
自
然
が
織
り
な
す
造
形

美
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
美
し
い
風

景
に
、
さ
ら
に
伊
根
町
独
自
の
趣
を
も
た
せ

て
い
る
も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

＊

浦嶋神社境内の宝物館には、浦嶋伝説ゆかりの宝物が展示されている（左）。水の江里浦嶋公園は、浦嶋伝説を体感で
きるだけでなく、食事や買い物も楽しめる（右）

景色も空気もきれいな山頂付近にあるオランダ製の
風車は迫力満点

苓北の豊かな自然を映した本格焼酎「鱗泉」をどうぞ

森岳温泉冬まつり「長面三兄弟登場」

森岳温泉夏まつり「流しじゅんさい」

＊
産
土
神
と
は
、
そ
の
土
地
に
宿
る
神
様
で
、
五

穀
豊
穣
や
土
地
に
住
む
人
の
安
全
を
司
る
神
様

で
す
。
そ
の
土
地
に
産
ま
れ
た
人
間
を
、
産
ま

れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
見
守
り
、
守
護
す
る
神
様

で
す
。
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風
味
が
生
き
る
上
品
な
味
わ

い
を
持
ち
、
大
賞
に
ふ
さ
わ
し

い
佳
品
で
す
。

お
た
ふ
く
豆
の
名
前
の
由

来
は
、
原
料
の
そ
ら
豆
を

「
お
多
福
」
に
見
立
て
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
全
国
に
同

名
の
商
品
は
他
に
も
あ
り
ま

す
が
、「
当
店
は
『
十
号
』
以
上
の
大
き
な

豆
し
か
使
い
ま
せ
ん
。
大
き
く
て
厚
み
が

な
い
と
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と

「
春
月
」
の
本
田
寛
志
代
表
取
締
役
。
サ
ン

プ
ル
を
取
り
寄
せ
て
品
質
や
粒
の
大
き
さ

を
確
認
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
最

近
で
は
仕
入
れ
先
の
業
者
に
農
薬
リ
ス
ト

を
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
安
全
面
の
管
理
に

も
気
を
配
り
ま
す
。
甘
さ
を
出
す
材
料
は

一
般
的
な
上
白
糖
と
隠
し
味
の
塩
だ
け
。

甘
味
料
は
も
ち
ろ
ん
、
着
色
料
や
防
腐
剤

も
一
切
使
い
ま
せ
ん
。
賞
味
期
限
は
冷
蔵

製
造
は
、
乾
燥
状
態
の
そ
ら
豆
を
水
に

戻
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
硬
い
豆
な
の

で
、
夏
場
で
二
日
、
冬
場
は
五
日
か
か
り

ま
す
。
お
湯
を
使
え
ば
早
い
の
で
す
が
、

炊
き
上
が
り
に
皮
が
破
け
る
「
煮
こ
わ
れ
」

も
増
え
る
た
め
、
手
間
で
す
が
冬
で
も
水

を
使
用
し
ま
す
。
次
に
、
皮
を
や
わ
ら
か

く
す
る
重
曹
を
加
え
て
大
釜
で
三
〜
四
時

間
水
煮
し
ま
す
。
煮
上
が
っ
た
ら
釜
か
ら

上
げ
て
水
に
さ
ら
し
、
重
曹
を
洗
い
流
し

ま
す
。
そ
の
後
、
水
を
切
り
、
砂
糖
と
水

だ
け
で
炊
き
上
げ
ま
す
。

「
春
月
」
の
「
お
た
ふ
く
豆
」
の
味
の
秘

密
は
、
創
業
以
来
つ
ぎ
足
し
な
が
ら
使
っ

て
い
る
と
い
う
「
秘
伝
」
の
蜜
に
あ
り
ま

す
。
会
社
設
立
は
昭
和
三
十
八
年
で
す
が
、

「
お
た
ふ
く
豆
」
は
先
代
が
割
烹
料
理
店
を

開
い
て
い
た
頃
か
ら
の
名
物
で
、
大
正
末

に
は
現
在
の
製
法
が
確
立
し
て
い
ま
し
た
。

「
一
番
難
し
い
の
は
煮
上
げ
の
火
加
減
で

す
。
当
店
独
自
の
糖
度
を
出
す
た
め
に
、

糖
度
計
と
に
ら
め
っ
こ
で
季
節
ご
と
に
細

か
く
調
整
し
て
い
ま
す
」。

炊
き
上
が
っ
た
豆
は
一
粒
一
粒
手
作
業

で
選
別
、
箱
詰
め
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
ま
で

す
べ
て
の
工
程
が
手
作
業
で
、
機
械
を
使

う
の
は
最
後
の
包
装
だ
け
で
す
。

皮
が
破
れ
た
り
形
が
崩
れ
た
り
し
た
も

の
は
「
煮
こ
わ
れ
」
と
い
う
別
商
品
と
し

て
安
く
販
売
し
ま
す
。
餡
状
の
煮
こ
わ
れ

は
パ
ン
や
餅
に
つ
け
る
の
に
も
ぴ
っ
た
り

で
、
秘
か
な
人
気
商
品
で
す
。

い
ま
ま
で
、
販
路
の
中
心
は
店
頭
販
売

や
固
定
客
向
け
の
通
信
販
売
、
高
速
道
路

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
し
た
。
そ
れ

が
一
変
し
た
の
は
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ

ま
ん
市
」
へ
の
出
展
で
す
。
数
年
前
か
ら

飯
田
市
役
所
の
協
力
も
得
て
出
展
を
続
け

て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
会
場
内
に

設
け
ら
れ
た
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
出
向
い
た

と
こ
ろ
、
三
越
百
貨
店
を
紹
介
さ
れ
、
そ

れ
が
縁
で
昨
年
五
月
に
取
引
が
始
ま
り
ま

し
た
。「
当
初
は
先
方
も
『
本
当
に
売
れ
る

の
か
？
』
と
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
今
で

は
全
国
的
に
扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
本
田
さ
ん
。
昨
年
の
売
上
約
二
億
二
千

万
円
に
対
し
て
「
三
越
効
果
」
は
月
に
二

〜
三
百
万
円
、
年
間
予
測
で
四
〜
五
千
万

円
に
も
達
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
歌
舞
伎
座
な
ど
有
名
な
劇

場
の
売
店
も
大
き
な
販
路
に
な
り
ま
し
た
。

本
田
さ
ん
は
「
最
初
は
断
ら
れ
ま
し
た
が
、

『
当
た
っ
て
砕
け
ろ
』
と
何
度
か
通
う
う
ち
、

よ
う
や
く
置
い
て
も
ら
え
ま
し
た
」
と
謙

遜
し
ま
す
が
、
人
気
商
品
と
な
っ
た
今

で
は
、
有
名
な
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
雑

誌
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
る
ほ
ど
で
す
。

現
在
、「
春
月
」
の
工
場
で
は
常
時
十

ほ
か
、
物
資
の
集
積
地
と
し
て
栄
え
、
伊
那

谷
の
中
心
地
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
二
年
に
市
制
施
行
、
周
辺
町
村
と

の
合
併
を
経
て
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
の
大
火
の
復
興
に
際
し
、

地
元
中
学
生
が
植
え
た「
り
ん
ご
並
木
」は
、

今
も
防
火
モ
デ
ル
都
市
・

飯
田
の
象
徴
で
す
。

そ
の
飯
田
市
に
あ
る
和

菓
子
店
「
春
月
」
の
主
力

商
品
で
あ
る
「
お
た
ふ
く

豆
」
が
、
昨
年
十
一
月
に

開
催
さ
れ
た
「
第
十
四
回

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」
で
「
じ
ま
ん
市
大
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま

ん
市
は
、
全
国
の
電
源
市

町
村
か
ら
名
品
・
特
産
品

約
四
千
品
目
が
集
ま
る
、

日
本
最
大
の
物
産
・
観
光

展
。
そ
の
な
か
か
ら
選
び

出
さ
れ
た「
お
た
ふ
く
豆
」

は
、
控
え
め
な
甘
さ
の
な
か

に
原
料
の
そ
ら
豆
本
来
の

長
野
県
飯
田
市

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
大
賞

受
賞

―
上
品
な
味
わ
い「
お
た
ふ
く
豆
」

庫
で
一
カ
月
で
す
が
、
在
庫
は
二
日
で
は

け
て
し
ま
う
の
で
、
毎
日
炊
か
な
い
と
生

産
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

豆
の
形
が
き
れ
い
に
残
り
、
芯
が
な
く
均

一
に
や
わ
ら
か
い
の
が「
春
月
」の
自
慢
。
断

面
全
体
が
均
一
に
、
白
っ
ぽ
さ
の
残
る
濃
い

飴
色
に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
も
特
長
で
す
。

こ
れ
は
炊
き
上
げ
た
あ
と
、
一
日
か
け
て
冷

ま
す
間
に
徐
々
に
蜜
が
し
み
込
む
か
ら
で
、

着
色
料
を
使
っ
て
い
な
い
何
よ
り
の
証
拠
。

大
手
メ
ー
カ
ー
の
社
員
が
試
食
し
て「
う
ち

の
よ
り
お
い
し
い
」と
驚
い
た
そ
う
で
す
。

水
煮
か
ら
炊
き
上
げ
、
選
別
ま
で
、

す
べ
て
手
作
業
で
作
り
上
げ
る

じ
ま
ん
市
が
縁
で
三
越
に
も
進
出

売
上
が
二
五
％
も
ア
ッ
プ
し
た

五
名
が
働
き
、
年
間
の
生
産
量
は
十
五
〜

二
十
ト
ン
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
道
飯
田
イ

ン
タ
ー
近
く
に
七
百
坪
の
土
地
を
用
意
し
、

平
成
十
六
年
度
に
は
現
在
の
二
〜
三
倍
の

生
産
が
可
能
な
新
工
場
を
建
設
す
る
予
定

で
す
。
新
工
場
で
も
、
今
と
同
じ
「
手
作

り
」
を
続
け
ま
す
。「『
今
の
時
代
に
新
工

場
な
ん
て
』
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
お
た
ふ
く
豆
の
売
上
は
景
気
に
左

右
さ
れ
な
い
の
が
強
み
な
ん
で
す
」
と
本

田
さ
ん
。
従
来
か
ら
店
頭
販
売
は
固
定
客

が
多
く
、
一
般
的
に
は
三
％
ぐ
ら
い
で
よ

い
方
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
D
M
の
リ
ピ
ー

ト
率
も
、
一
二
％
と
高
く
、
固
定
客
へ
の

売
上
は
全
体
の
三
割
に
達
す
る
と
聞
け
ば

納
得
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
、
息
子
さ
ん

の
本
田
達
史
常
務
取
締
役
を
中
心
に
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
売
上
に
占
め
る
割
合

は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
応
え
は
あ

る
よ
う
で
す
。「
今
年
は
ネ
ッ
ト
上
か
ら
直

接
注
文
で
き
る
『
注
文
フ
ォ
ー
ム
』
も
作

成
し
、
本
格
的
な
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
ま

す
」
と
達
史
さ
ん
。

和
菓
子
を
は
じ
め
と
す
る
「
手
作
り
」

の
産
業
に
は
後
継
者
難
が
つ
き
も
の
で
す

が
、「
春
月
」
に
は
そ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。大

量
生
産
に
は
向
か
な
い
シ
ス
テ
ム
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
固
定
客
に
支
え
ら
れ

た
手
作
り
の
「
お
た
ふ
く
豆
」
の
味
を
い

つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
お問い合わせ先 株式会社春月　〒395-0033 長野県飯田市常磐町40 電話 0265-22-5454

e-mail otafukumame@syungetsu.co.jp   URL http://www.syungetsu.co.jp/

新
工
場
の
建
設
や
ネ
ッ
ト
販
売

次
々
に
新
し
い
展
開
を
模
索
す
る

長野県 

飯田市 

「第十四回電気のふるさとじまん市」にて「じまん市大賞」を受賞した「おたふく豆」。創業以来守っている「秘伝」
の蜜においしさの秘密がある

大賞を受賞してじまん市会場でも人気を博した飯田市のブース

素
材
は
大
粒
の

そ
ら
豆
を
厳
選

着
色
料
や
防
腐
剤
は

一
切
使
わ
な
い

長
野
県
飯
田
市
は
、
県
の
南
端
に
位
置

す
る
人
口
約
十
万
七
千
人
の
都
市
で
す
。

江
戸
時
代
は
生
糸
や
和
紙
な
ど
の
産
業
の

り
ん
ご
並
木
の
町
で
生
ま
れ
た

全
国
に
誇
る
名
産
品
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平
成
十
六
年
二
月
十
九
日
（
木
）
か
ら

二
十
三
日
（
月
）
ま
で
の
五
日
間
、
広
島

市
の
福
屋
広
島
駅
前
店
に
て
、
当
セ
ン
タ

ー
が
主
催
、
経
済
産
業
省
、
中
国
経
済
産

業
局
か
ら
ご
後
援
を
い
た
だ
き
、「
電
気
の

ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
広
島
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
開
催
地
域
の
皆
様
に

電
源
地
域
の
特
産
品
の
数
々
や
豊
か
な
観

光
資
源
を
紹
介
し
、
定
着
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
年
に
一
度
、
各
地
の
主

要
都
市
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
十
一

回
目
と
な
る
今
回
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
七
十
二
市
町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
各
地
の
特
産
品
の
販
売
、
調

理
実
演
、
各
地
の
特
産
品
を
日
替
わ
り
で

先
着
二
百
名
様
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ほ
か
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
郷
土
芸
能
の
披
露
や

市
町
村
の
P
R
な
ど
も
行
わ
れ
、
連
日
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
広
島
」を
開
催

電
源
地
域
の
特
産
品
や
観
光
資
源
を
紹
介

「
電
源
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」他
、

二
つ
の
研
修
を
開
催

毎
年
恒
例
、
幕
張
メ
ッ
セ
で
の
「
電
気

の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
開
催
に
併
せ
、

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修

事
業
と
し
て
、「
電
源
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」・「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品

開
発
の
考
え
方
・
進
め
方
」
と
い
う
二
つ

の
テ
ー
マ
の
研
修
が
、
隣
接
の
ワ
ー
ル
ド

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、「
電
源
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
電
源
地
域
市
町
村
長
や
議
長
な

ど
自
治
体
の
ト
ッ
プ
を
対
象
者
と
し
た
研

修
会
で
、
十
一
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
全
国
二
十
名
の
参
加
者
の

も
と
、
東
北
大
学
の
大
滝
教
授
よ
り
社
会

環
境
・
経
済
動
向
の
変
化
に
対
応
で
き
る

自
治
体
経
営
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
広
島

県
御
調
み
つ
ぎ

町
の
若
林
町
長
よ
り
健
康
と
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講

演
を
受
け
、
地
方
自
治
体
の
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品

開
発
の
考
え
方
・
進
め
方
」
研
修
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
電
源
地
域
よ
り
七
十
四
名

の
参
加
者
の
も
と
、
十
一
月
二
十
日
か
ら

二
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か

し
た
個
性
あ
る
、
売
れ
る
特
産
品
づ
く
り

を
研
修
の
課
題
と
し
、
研
修
講
師
の
政
所

氏
・
松
�
氏
・
五
十
嵐
氏
に
よ
る
講
演
や

「
じ
ま
ん
市
」
会
場
視
察
の
ほ
か
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

第
十
四
回「
電
気
の
ふ
る
さ
と

じ
ま
ん
市
」を
開
催

過
去
最
高
の
二
百
三
十
一
市
町
村
が
出
展

第
十
四
回
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」
を
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

（
金
）
か
ら
二
十
三
日
（
日
）
ま
で
の
三
日

間
、
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
電
源
地
域
の
特
産
品

の
販
路
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
産

業
振
興
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
期
間
中
、
の
べ

十
万
人
を
超
え
る
お
客
様
に
ご
来
場
を
い

た
だ
き
、
会
場
は
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
回
は
過
去
最
高
の
二
百
三
十
一
市
町

村
が
出
展
し
、
昨
年
を
上
回
る
売
上
高
を

記
録
し
ま
し
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
出
展
者

に
よ
り
電
源
地
域
の
特
産
品
販
売
や
観
光

P
R
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
恒
例
の
「
じ
ま
ん
市
大
賞
」

の
発
表
が
行
わ
れ
、
今
回
は
三
十
産
品
の

エ
ン
ト
リ
ー
の
中

か
ら
、
長
野
県
飯

田
市
の
「
お
た
ふ

く
豆
」
が
大
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
七
市
町

村
が
郷
土
芸
能
を

披
露
し
た
「
お
国

じ
ま
ん
ス
テ
ー
ジ
」

で
は
大
分
県
竹
田

市
の
「
天
の
〆
」

が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長野県長野市の郷土芸能、真田勝鬨太鼓

事務所移転のお知らせ

このたび当財団は、アーク森ビル27階

から同ビル11階へ事務所を移転し、業

務を行うこととなりました。

平成16年3月15日（月）より
■新住所（※郵便番号と階が変更となります）
〒107－6011
東京都港区赤坂一丁目12番32号
アーク森ビル11階

■電話番号
03－5562－9711
（※代表、ダイヤルイン番号とも変更はありません）


